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・ 本書は平成 ��年 �月 �・�日に自然科学研究機構

・東京連絡所にて開催されたプロジェクト全体会

「共同利用機関の歴史とアーカイブズ」の講演を

まとめたものです。

・ 肩書き等は当時のものを使用しております。

����������������������������



はじめに

「人間と科学」プロジェクトの中の
「大学共同利用機関の歴史」

松岡　啓介（核融合科学研究所）

総研大・核融合科学専攻の松岡です。

この �年計画のプロジェクトは本年度で �年目を迎えました。来年度

はプロジェクト最終年度ということですので、本日は、今年度の現状

がどうなっているのかご紹介し、また、来年度の展望についても若干

触れたいと思います。

ご出席の方々には、今日、明日のこれからのお話をお聞きになって、ど

ういう風に進めていったらよろしいのかといったコメントをいただけ

ればと思います。

この課題は『人間と科学』というプロジェクトの中で、略称『大学共

同利用機関の歴史』というものです。その中には �つのサブグループ

があります： ��資料データベースの構築、 ��オーラルヒストリー、 ��

映像アーカイブズ、 ��これらを使った科学史・社会史的研究。

基盤機関におけるデータにつきましては、各機関に応じたいろいろな

かたちのデータが収集されているという印象を持っています。
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紙の資料については、図中・橙色の機関、特に国文研が中心なのです

が、国文研の資料情報共有化システムに高エネ機構、核融合研や分子研

がのっかり、
��という国際標準に準拠した資料データベースの公開

に取り組んでいます。�年ほど前、
の関本さんや筑波技術大学の

高岩さんらのグループとアメリカ西海岸を見る機会がありました。我々

がすすめている 
��化のデータベースが実現すると国際的にもかな

りのレベルになるのではないかという印象を持っています。

核融合の分野では、�年ほど前、核融合アーカイブズの日米ワークショッ

プをアメリカで行いました。その頃、我々も国際的に（アーカイブズ

を）どうにかしなくてはならないといった意気込みでいました。アメ

リカではアーキビストの方々が立派な活動をされていますが、核融合

の分野にかぎって言うと国際的な活動というのはほとんどやられてい

ません。研究者自身もアーカイブズについては特にすすめようとは考

えていない、といった状況です。核融合の分野は国際的にはそういった

状況です。高エネルギーや他の分野ではまた違った状況にあると思い

ます。
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「人間と科学」プロジェクトの中の「大学共同利用機関の歴史」（松岡）

総研大の中の一プロジェクトとして、『科学と社会』といった観点から

の研究に対し、このプロジェクトからどういったコントリビューショ

ンが出来るのかということを問われて答える際、『科学と社会』のため

の知識基盤としてのデータベースをきちんとつくらなくてはいけない

だろうと考えています。

例えば、いろいろな資料アーカイブズを行っているところは、研究所

の歴史、研究所がどういったプロセスや議論を経てつくられたのかと

いった資料を集めているところもありますし、天文台はすばるの映像、

極地研は南極の写真や資料収集といったことをやられています。相模

原の ����ではロケットの打ち上げの映像などの資料を集められてい

ますけれども、『科学と社会』といった観点からみた時、研究所がどの

ような議論を経て立ち上げられたのかといった議論をするための同種

のデータベースや資料が今後必要となってくるだろうと考えています。

また、いくつかの機会に他の学会、化学会や建築学会、土木学会など、

会員数が �、�万人もある大きな学会活動としてのアーカイブズがどう

なっているのかといった話を聞く機会がありました。結論を言うと、ど

こも一緒でした。若い人が参加しない、場所やお金がない、という点

が共通している話だと思い、安心しました。しかし、若い人がやらな

いということは問題です。

それから、図書館やレポジトリーの世界では国立国会図書館を中心とし

た全国的ネットワークに基づいて連携されています。���連携（ミュー

ジアム・ライブラリ・アーカイブズの連携）も含めてネットワークが構

築されていますので、そういったところに総研大のアーカイブズを位

置付けることも、総研大アーカイブズの基盤をしっかりさせるといっ

た意味で将来必要であると考えています。若い人が参加しないという

ことは、結局、論文を書いたり学会発表につながるような題材がない

と魅力がないという観点から、面白い発表をするあるいは論文を出す

必要があると思います。『面白い話』と図に書いたことには意味があり

ます。例えば、最近物理学会の物理学史のセッションで話を聞く機会
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があるのですけれども、聞いていると「いろいろ調べました」と言わ

れるのですが、「それでどうなんだ」がいまいちつかめないのです。先

週開催された総研大の研究会で、それについて問題提起をしたところ、

東大・松本三和夫先生が、「要するに面白い話であればよいのです」と

いう話をされました。面白い話というのは聞く人に感銘を与えるとい

うことで、我々自身も面白い発表、面白い論文、を心がけるべきだと

思います。『科学と社会』の知識の基盤作りという点では、核融合では

木村さんががんばって年表を作り、共同研究者の方々も国際交流を中

心にした年表を作っています。本日出席されている北海道大学の田島

さんは天文台関係の年表を国立天文台・野口さんと一緒につくってお

られるということもあり、そういった面から考えますと同種のデータ

ベースの構築は可能であると考えられます。

来年度に向けては同種のデータベース構築をターゲットに、基盤機関

の連携強化を図ることがメインの目標になると思っております。この

後、�月に ��人足らずで民博を訪問する予定にしています。来年度は

全基盤機関に連携をはたらきかけていきたいと思っています。

�	



「人間と科学」プロジェクトの中の「大学共同利用機関の歴史」（松岡）

【質疑応答】

難波：このプロジェクトは『人間と科学』プロジェクトの中の一つの研

究課題ですね？松岡先生がお話になった『科学と社会』とはどう

言う関係なのですか？

松岡：私はほとんど一緒のものと考えております。平田先生のお考えは？

平田：はい、『科学と社会』というのは、総研大の基本方針として認め

られているものなのでして、来年度から本格的な取り組みが始ま

ることになっています。これは教育を中心としたものですけれど

も、当然それに関わる研究というものが伴うわけであり、次の中

期計画の大きな柱となると思われています。高等研プロジェクト

にはいろいろあるわけですけれども、『人間と科学』というのは

基本的に『科学と社会』と重なると思います。むしろ『人間と科

学』として扱っているところはまだ狭いです。『大学共同機関の歴

史』もこれまでのところはスタンドアローンとして、重要な課題

としてやってまいりましたが、今後は『科学と社会』といった大

きな枠組みの中での位置付けを明確にし、可能であればその中の

一プロジェクトとしてすすめていくべきではないかと思っていま

す。現在、第 �期の終わりに近いのですけれども、第 �期は立ち

上げということで、今後、継続的に活発なものとしてどうしてい

くのかということが、本日の研究会や来年度にかけて検討すべき

ことであると思います。『人間と科学』自体は課題の寄せ集めで

すけれども、『科学と社会』といった観点からは必要な課題を立ち

上げていく必要があります。その時に『大学共同機関の歴史』と

いうものはかなり重要な位置を占めるものであると私は思ってい

ます。なお、今年でこのプロジェクトは �年目です。�年目はま

だプロジェクト形式の整っていない状態ではじまりました。最初

の年に菅原理事が就任し、アーカイブズをやれ、やりますといっ

た時期であり、公式なものではあったのですがプロジェクトとし

て成立する以前からありました。研究報告書もその年度の分から

出しています（「共同利用機関の歴史とアーカイブズ ����」。今

年度は �年目です。
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松岡：計画書には今年度は �年計画中の �年目となっていますね。

平田：『人間と科学』のプロジェクトとしては �年目ですがその前に �

年、今は �年目です。

　

講演のようす
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